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古田大輔
ジャーナリスト/メディアコラボ代表

日本ファクトチェックセンター編集長

デジタル・ジャーナリスト育成機構理事

福岡出身、早稲田大学政経学部卒業。 

朝日新聞記者：2002年に入社。京都総局、豊岡支局、社会部、アジア総局（バンコク）、シンガポール支局
長を経て、2013年からデジタル編集部。 

BuzzFeed Japan創刊編集長：2015年10月に就任し、翌年1月に日本版ローンチ。ニュース&エンターテイメ
ントを記事、動画、ソーシャルで展開。3年で日本有数のデジタルメディアに。 

株式会社メディアコラボ代表取締役：2019年6月に独立。組織を超えたメディアの協力と発展を支援する
会社を設立し、ジャーナリスト/メディアコンサルタントとして活動。 

Google News Labティーチングフェロー：2020年9月-2022年8月で記者や編集者、学生ら延べ2万人超にデ
ジタル報道トレーニングを実施。 

日本ファクトチェックセンター（JFC）編集長:2022年9月に就任。がんばります。 

その他に、デジタル・ジャーナリスト育成機構(D-JEDI)理事、ファクトチェック ・イニシアティブ理事、早稲
田大・近畿大非常勤講師など。著書に「子どもを育てられるなんて思わなかった」（編著、山川出版）、
「フェイクと憎悪」（共著、大月書店）、「ジャーナリズムは歴史の第一稿である」（共著、成文堂）、「YOUTH 
QUAKE」（共著、よはく舎）。 

US Japan Leadership Program Japan delegate 2022-2023 
ニューヨーク市立大院 “News Innovation and Leadership” 2021修了 
米国務省 International Visitor Leadership Program “Integrity of Journalism” 2018修了 

新聞記者→ネット編集長→ビッグテック→ファクトチェック編集長



世代に共通する課題と異なる対策
● 偽情報・誤情報の世代別の状況

○ GLOCOM「Innovation Nippon」

○ 接触状況、影響、頼る媒体などの類似性

● SNSやウェブサイトの世代別の違い
○ Z世代のニュース消費

○ YouTubeを活用したリテラシー向上策

● 海外事例

















世代別の調査結果をまとめると

● 接種経路はSNS、ネットが各世代ともに高い

● 各世代とも20-30%誤情報を信じ、30-40%は真偽判断がつかない

● 誤りに気づくのは、SNS、ネット、新聞・テレビなどの情報から

● 真偽判断で頼りたいのは、官公庁・自治体のサイトやマスメディア



SNSやウェブサイト利用の世代別の違い













はじめしゃちょー&マリマリマリーによるメディア・リテラシー動画

https://www.youtube.com/watch?v=McAwD7nbu-0
http://www.youtube.com/watch?v=McAwD7nbu-0


世代別の情報消費にあわせた施策

● そのプラットフォームはターゲット世代に利用されているか

● そのフォーマットはターゲット世代に親しまれているか

● その発信者はターゲット世代に愛されているか



デジタル時代の編集部に必須の3戦略 

20

Content=何をどう作るか=作る戦略 

Distribution＝誰にどう届けるか＝届ける戦略 

Engagement＝ユーザーとどう関係性を繋ぐか＝繋ぐ戦略 

Content
戦略

Distribution
戦略

Engagement
戦略



海外事例
























